
 

 

 

 
1 調査結果 
(1) 分布状況 

【H28】 

 

【H27】 

 

○ 問題数は昨年度より１問減の26問。正答数の最頻値は22問，平均正答数は 18問です。昨年度の

分布と比較して山が右側に移動しています。また，正答数20問以上の層が増えています。 

（正答数の最頻値：該当する生徒数の最も多い正答数） 

 (2) 領域等の正答率                                  

領  域  等 
正答率 

（ ）はH27,〈 〉はH26 

話すこと・聞くこと             （ 5問） 74％ (67％) 〈62％〉 

書くこと                  （ 2問） 55％ (62％) 〈60％〉 

読むこと                  （ 8問） 57％ (53％) 〈54％〉 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項  （11問） 81％ (76％) 〈70％〉 

活用                    （ 7問） 56％ (51％) 〈52％〉 

 
 (3) 結果概要 
  ○ 「話すこと・聞くこと」領域の正答率は74％と年々上昇している状況です。特に，「話し手の工夫 

を理解して聞く」の正答率は75％と改善が見られ好ましい状況です。 
  ○ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項の「語句に関する類別の理解を深める」問題の正答率 

は79％と改善が見られよい状況です。 
● 「書くこと」領域の正答率は55％と昨年度より下がっている状況です。無解答率も約20％と昨年 
度より高くなっており，依然として自分の考えを記述することについて課題が継続しており，特に指 
導の工夫が必要な点です。 

● 「読むこと」領域の正答率は50％台が続いており，指導の工夫が必要な状況です。 
● 活用を意識した問題においては，「読むこと」領域の「文章の展開を確かめながら要旨をとらえる」 
問題の正答率は35％であり，正答率が改善されず，課題が継続しています。また，「書くこと」領域 
の「資料から課題を見つけ，根拠を明確にして自分の考えを書く」問題の正答率も 49％であり，依
然として指導の工夫が必要です。 

 
 (4) 経年比較問題の状況（○改善，◇改善傾向，●課題が継続，▲は前回調査との比較ﾏｲﾅｽを表す） 

小問No 正答率 比較 小問No 正答率 比較 

○ 4(話・聞) 75   4 ●23(読) 35 ▲1 

○13(伝国) 79   28 ◇24(読)  49 13 

○20(読) 79 27 ●26(書) 49 ▲6 

○ 小問20は，正答率が一昨年，昨年，今年と徐々に上昇しており，改善が見られる状況です。 
  ● 小問26は，依然として正答率が50％前後と低い状況が続いており，指導の工夫が必要です。 
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1 2 3 4 5 6 0
選択 選択 選択 選択 誤答 正答 無解答

ア 1 話の内容の大体をとらえて聞くことができる。 ２年「話・聞」(1)エ 話・聞 活用
69

0 0 0 0 29 69 3

イ 2 話の内容の大体をとらえて聞くことができる。 ２年「話・聞」(1)エ 話・聞 活用
60

0 0 0 0 35 60 5

(2) 3 話の内容の大体をとらえて聞くことができる。 ２年「話・聞」(1)エ 話・聞
91

6 2 91 1 0 0 0

(3) 4
インタビューの仕方に気をつけて聞くことができ
る。

２年「話・聞」(1)エ 話・聞 経年
75

8 6 11 75 0 0 0

(4) 5 話の中心をとらえて聞くことができる。 ２年「話・聞」(1)エ 話・聞
75

0 0 0 0 16 75 9

① 6 漢字「淡い」を正しく読むことができる。 ２年「伝国」(1)ウ(ア) 伝国
90

0 0 0 0 6 90 4

② 7 漢字「治療」を正しく読むことができる。 ２年「伝国」(1)ウ(ア) 伝国
99

0 0 0 0 1 99 1

③ 8 漢字「優越感」を正しく読むことができる。 ２年「伝国」(1)ウ(ア) 伝国
72

0 0 0 0 22 72 7

① 9 漢字「貧しい」を正しく書くことができる。 ２年「伝国」(1)ウ(イ) 伝国
76

0 0 0 0 10 76 14

② 10 漢字「牛乳」を正しく書くことができる。 ２年「伝国」(1)ウ(イ) 伝国
94

0 0 0 0 4 94 2

③ 11 漢字「大規模」を正しく書くことができる。 ２年「伝国」(1)ウ(イ) 伝国
62

0 0 0 0 26 62 12

(1) 12 漢字の部首について理解することができる。
２年「伝国」(1)ウ
(ア)(イ)

伝国
87

4 87 6 2 0 0 0

(2) 13
文の成分の関係について理解することができ
る。

２年「伝国」(1)イ(ウ) 伝国 経年
79

8 8 5 79 0 0 1

(3) 14
敬語の働きについて理解し、正しい敬語に直す
ことができる。

５・６年「伝国」(1)イ
(ク)

伝国
87

0 0 0 0 8 87 4

(4) 15
熟語の組み立てについて理解することができ
る。

５・６年「伝国」(1)イ
(エ)

伝国
81

81 6 4 8 0 0 0

(5) 16
故事成語の意味について理解することができ
る。

５・６年「伝国」(1)イ
(イ)

伝国
68

5 68 15 10 0 0 1

(1) 17
登場人物の行動から、心情をとらえることがで
きる。

２年「読」(1)イ 読
53

53 8 33 5 1 0 0

A 18
登場人物の行動から、心情をとらえることがで
きる。

２年「読」(1)イ 読 活用
66

12 13 6 66 1 0 2

B 19
登場人物の行動から、心情をとらえることがで
きる。

２年「読」(1)イ 読 活用
53

0 0 0 0 29 53 18

(3) 20
文章の表現の効果をとらえて読むことができ
る。

２年「読」(1)ウ 読 経年
79

6 9 79 5 0 0 1

(1) 21
文章の展開に即して内容のつながりをとらえる
ことができる。

２年「読」(1)イ 読
71

71 8 9 9 3 0 1

(2) 22
文章の展開に即して内容をとらえることができ
る。

２年「読」(1)イ 読
54

18 54 18 8 1 0 1

(3) 23
文章の展開を確かめながら要旨をとらえること
ができる。

２年「読」(1)イ 読
経年
活用

35
0 0 0 0 42 35 24

(4) 24
段落の役割を押さえながら、文章の構成や展
開をとらえることができる。

２年「読」(1)ウ 読 経年
49

11 25 49 10 1 0 4

25
資料の内容を読み取り、自分の立場を明らか
にして書くことができる。

２年「書」(1)イ 書 活用
62

0 0 0 0 18 62 20

26
資料から課題を見つけ、根拠を明確にして自分
の考えを書くことができる。

２年「書」(1)ア、ウ 書
経年
活用

49
0 0 0 0 30 49 21

71

(5)　小問別正答率
問題番号

大
問

中
問

小
問

通し
番号

調査問題のねらい

５

全体正答率

正答率
     選   択   №   　　　(％)　

学習指導要領
との関連

主な
観点

備考

６

(2)

１

２

(1)

(2)

(1)

３

４



２ 指導のポイント 

(1)  文章全体と部分との関係に着目して要旨をとらえ，筆者のものの見方や考え方について自分の考えをも

つ学習活動を行いましょう。 

ア  問題の概要 【経年比較・活用問題】 

５ (3) 文章の展開を確かめながら要旨をとらえる。 第２学年「読」(1)イ    正答率 35％  

イ 誤答分析 

(ｱ)  誤答率は42％，無解答率は24％でした。誤答を分析すると，答えるべき２つの理由のうち１つの理

由しか記述されていない解答が多く見られました。これは「すなわち」という言葉に着目せず，「未知

の世界」と「既知の世界」の関係性をとらえることができなかったためであると考えられます。     

(ｲ)  この問題では，文章全体を俯瞰して読んだ上で，４・ ５段落にある「主体の確立」や『自分の「世

界」』，『自分がかかわろうとしている「世界」』などの言葉に着目して読み，要旨をとらえることが求め

られます。文章全体の論の展開に着目せずに，６段落だけに着目し，キーワードとなる「未知」「既知」

の言葉のみを部分的に書き出して要旨を組み立てていることが誤答へつながったと考えられます。  

ウ 指導上の留意点 【関連問題 小５－５(5)】 

(ｱ) 要旨をとらえるためには，まず，第１学年の既習事項である「事実と意見などの読み分け」をし，各

段落が文章全体の中で果たす役割についてとらえることが必要です。その上で，叙述の順序がどのよう

に筆者の考えに説得力をもたらしているのか，事実が根拠としてどのように主張に結び付いているのか

などを考えながら読むことが大切です。 

(ｲ) 筆者のものの見方や考え方について自分の考えをもつ活動を行う際には，自分の知識や経験と重ねる

だけではなく，複数の叙述を関連付けながら筆者の説得力ある述べ方の工夫を話し合ったり，優れた論

の展開が読み手にどのような効果をもたらしているのかを交流し合ったりするなど，書き手の意図を意

識した学習活動も効果的です。 

【論説などの文章を読み，筆者のものの見方や考え方について自分の考えを述べる活動を位置付けた展開例】 

教材例 モアイは語る－地球の未来 安田 喜憲「光村図書」、鰹節－世界に誇る伝統色 小泉 武夫「東京書籍」 

（平成28年度岩手県中学校学習定着度状況調査学校第２学年国語 ５を活用して） 

「Ｃ 読むこと」の指導事項 イ を言語活動例 ウ を通して指導する場合の評価規準例 
「評論の文章を読んで，文章の構成や展開の工夫について，根拠となる部分を挙げて自分の考えをもっている。」 

 
 
 
 
１ 第２時の２を生かし，教材文
から自分の考えの根拠となる
叙述を抜き出す。 

 ・重要語句の文章上のつながり 
 ・筆者の主張と根拠の例示 
 
２ 叙述を関連付けながら，筆者
の主張に対する自分の考えを
まとめる。 
・主張の位置付け 

 ・主張を支える根拠と例示の効果 
・効果的な論の展開や表現の特徴    

 ・自分の考えとの対比や置き換え 
 
３ 自分の考えを叙述を根拠に 
説明し合う。 

 

 
 
１ 調査問題５を読んで，各段落の
役割について話し合う。 

・５段落を中心とした論の展開 設問(4)  
 
２ 「未知の世界」「既知の世界」に
ついて複数の叙述を基にまとめる。 

 ・重要語句を関連付けて読む 設問(2) 
 
３ 筆者の主張する「取材」について
要旨にまとめる。 
・主張を関連付けて読む 設問(3) 

 
４ 筆者の主張を説得力のあるもの
にしている工夫について話し合う。 
・文章全体における筆者の主張の位置付 
けと主張を支える根拠の例示の効果

設問(1)(4) 
 
  

               

【第２時】 
 調査問題５を
活用し，筆者の論
の展開を確かめ
ながら要旨をと
らえる。 

【第３時】 
 第２時で学ん
だことを生かし
て，筆者の論の展
開と主張につい
て話し合う。 

【第４時 指導のポイント】                 

文章全体を俯瞰して要旨をまとめる学

習をする。 

【第４時】 
 筆者の主張に
対する自分の考
えを複数の叙述
を関連付けなが
ら話し合う。 

 

【第５時】 
 それぞれの考
えを交流し，自分
の身に付いた力
について振り返
る。 

【第２時 指導のポイント】 

説得力のある述べ方や論の展開
の効果を話し合うことで、自分の考
えの根拠を見つける学習をする。  

 
 

【第１時】 
 学習の見通し
をもち，教材文か
ら筆者の主張が
伝わる叙述を抜
き出し話し合う。 

学習の見通し 

単元のはじめには、

生徒一人一人が、自分

の学習課題をとらえ、

設定された学習活動

に必要感をもって、主

体的に取り組むこと

が重要です。 

学習の振り返り 

単元の終わりには、

学習を通して、自分が

どのように変容した

のか、どんな力が身に

付いたのかを振り返

り、達成感や有用感を

実感できるようにす

ることが大切です。 

【モアイは語る】 

・長期に渡って利用す

る方策を考えなけ

ればならない。 

【鰹節】 

・次の世代に伝承する

のも私たちの使命

ではないかと思う。 

振り返り 例 

・筆者は自分の主張を

より説得力のあるも

のにするために、論

の展開や例示の仕方

にも工夫をしている

ことが分かった。 



(2)   複数の資料から読み取ることができる内容を話し合ったり根拠が明確な文章を書いたりする学習活動

を行いましょう。 

ア  問題の概要 【経年比較・活用問題】 

６ 資料から課題を見つけ，根拠を明確にして自分の考えを書く。 第２学年「書」(1)ア，ウ正答率48.8％ 

イ  誤答分析 

(ｱ)  この問題の誤答率は30％，無解答率は21％でした。誤答を分析すると，①自分の立場（どちらかに 

賛成）のみ明らかにしている②資料を自分の考えの根拠とせず，自分の意見のみを述べている③賛成で

ある理由の根拠となる資料は示しているが，その資料が意見を支える根拠としてふさわしくないという

ような誤答が多く，自分の考えの根拠を明確にして示して自分の意見を書くことができなかった生徒が

多く見られました。  

(ｲ)  この問題では「自分の立場に対する根拠を二つの資料から読み取る」ことと「読み取ったことを根  

拠として自分の考えを記述する」ことが求められます。「資料の内容を根拠に挙げながら書く」ための，

資料から読み取った内容の取り上げ方とそれを基にした自分の意見を効果的に伝える書き表し方の理

解が不十分だったことが，自分の考えを明確にして書くことの不十分さにつながったと考えられます。  

ウ 指導上の留意点 【関連問題 小５－６】 

(ｱ) 第２学年では，その学習を受けて，自分の考えや意見を相手に伝えるためには，根拠となる事実や事 

柄を客観的な資料を用い具体的に示すことが大切であることを学習しています。「意見を述べる文章を

書く」ためには，「①どのような事柄について取り上げるかを決める」，「②論点について賛成か反対か

など自分の立場を決める」，「③自分の考えの中心や主張を明確にして書く」ように指導する必要があり

ます。  

(ｲ)  根拠として示した内容が自分の考えを支えるものになっているか，グループで図表やグラフなどの

複数の資料から読み取ることができる内容を吟味したり，自分の考えが伝わる文章になっているか話し

合ったりする学習活動も効果的です。 

【複数の資料から読み取ることができる内容を話し合ったり根拠が明確な文章を書いたりする展開例】 

（平成２８年度岩手県中学校学習定着度状況調査 中学校第２学年国語 6 を活用して） 

学習活動 指導のポイント 

１． 本時の課題を把握する。 

山口さんの意見文をより説得力のある意見文に 

書き直そう。 

☞本時は，山口さんの意見文を書き直す言語活動を通し
て，根拠を明確にした意見を述べる文書を書く力を身
に付けます。（川原さんの意見でも可） 

 

２． 山口さんの意見文の構成をとらえる。 
 

 

 

 

 

３． 山口さんの意見をより説得力のある意見文にする
ためにどうしたらよいか話し合う。（グループ） 
 

 

 

４． グループで話し合われた内容を交流し，より説得
力のある意見文にするためポイントを確認する。            

   

５． これまでの学びをもとに山口さんの意見文を書き

直す。（個） 

 

６． 書いた意見文を読み合い，説得力のある意見文に
書き直すことができたかよさを伝え合う。（ぺア） 

 

７． 本時の学習を振り返る。 

意見地域の芸術を発展させるためには，もっといろいろ
な方法で催し物の情報が得られるようにしたらよ
い。 

具体例①テレビやポスターから情報を得ている自分の
失敗談を述べている。 

具体例②情報を得るための方法に目を向けて意見を述
べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞この展開例の他に，２人の意見文を比較してよりよい
構成を検討したり，生徒が実際に資料をもとに書いた
りする展開もあります。生徒の実態に合わせて指導し
ましょう。 

 

山口さんが自分の意見を伝えるために具体例とし 

て何を取り上げて記述しているかを考え、２つの資 

料を読み取ります。 

例① 自分の体験談から、催し物の情報が見つけにくいことを

書いているけど、見つけにくいと感じている人が15％い

ることを書くと説得力が増すよね。 

例②「いろいろな方法」の「いろいろな」が具体的に書くこと

ができるといいよね。資料から地域の広報誌の情報の充

実を望む人が多くいることを付け加えるのはどう？ 

例② 「地域の文化芸術にどのようなものがあるかわからな

い」と答えている人がいることを根拠にして意見を書い

たらどうかな。 

山口さんが自分の意見の根拠として示した内容や２つ

の資料から読み取った内容の妥当性を学び合います。 


